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＝ TIG 溶接トーチ理解のために (2) ＝ 

 

 TIG溶接トーチについて，前話では主な分類と各社の代表的なトーチ外観を示しました。また，標準 TIG

トーチをタイプ別にして，各社がどの機種を主力に商品化しているかなどを見ました。 

TIG 溶接の用途を反映して手動トーチの機種が多く，大雑把ですが２００Ａを境に空冷－水冷が分れてい

るようです。自動トーチ用ではロボット溶接も含めペンシル形が殆どで，空冷・水冷とも取り揃えられて

います。 

 本話では引き続き TIGトーチについて，タングステン電極の寿命向上を念頭に置きながら，空冷－水冷

の境界をどのように考えていくことが望ましいかをテーマに，最初にトーチの定格使用率について触れ，

次話ではトーチケーブル仕様を予定しますが，何れも各社の実例から教わって紹介させていただきます。 

 

１．各社標準トーチの定格使用率について 

１）定格使用率とは 

 周知のように，溶接関係で適用する使用率（％）とは 

溶接期間と休止時間を合せて１０分周期として，その中

に占める溶接時間の割合を表し，溶接時間が 5 分で休止

時間が 5分であれば 右図の様に５０％使用率という。 

標準 TIG トーチの定格使用率は，例えば定格容量が 

２００Ａ，５０％（直流）および１６０Ａ，５０％（交流）と示されると，これらの定格容量の条件におけ

る許容使用率を表わす。定格容量で，定格使用率以下ではトーチが熱容量（温度上昇）的に耐えることが

でき，かつアークの安定性を保持できることを意味します。 

逆に，定格使用率を超えた使い方をすると，トーチの劣化を招いたり，トーチの温度上昇値が許容温度を

超え焼損ややけどをする恐れが生ずるとともに，アークの安定度も維持できなくなります。 

定格出力付近で使用すると，トーチの許容温度をどの部位で突破するのであろうか。トーチケーブル，

トーチヘッドなど部位別には温度上昇のバラツキはあるものの，何れの部位が一か所でも許容温度を超え

ればその条件がリミットになります。新品トーチと中古品では，中古品の方が使用率においても低下傾向

を示すと考えるのが普通です。 

それでは，次に各社の標準トーチにおける定格使用率についてみていきます。 
 

２）各社標準トーチの定格使用率について 

 各社・各機種の TIG トーチ定格使用率を，各社のホームページに掲載されているカタログおよび取扱説

明書を参考にしながら調査した結果を表 233-01 に示します。参考にして下さい。 

＜コメント＞ 

ア）空冷トーチの定格使用率（％）は，メーカによってかなり差があり適用にあったっては十分考慮に入 

ることが望まれる。 

イ）水冷トーチについてはいずれも定格使用率は１００％であり，温度上昇が懸念される用途には水冷 

５分 ５分

使用率５０％の溶接サイクル

１０分



トーチの積極的な適用を推奨したい。タングステン電極周りの温度上昇によるアーク品質へのバラツキ 

が気になるようでは，良好な結果を得ることができません。但し，水冷トーチ採用によるマイナス面は

日常管理項目が増えることです。水漏れ・水温（特に戻り水）のチェックなどはコマメに行いましょう。 

ウ）繰り返しますが，空冷－水冷トーチの境界域におけるトーチの採用に当たっては，溶接電流値だけで

決めずに，電流値と使用率，および適用環境などを考慮に入れ，慎重に判断して下さい。 

次話では標準 TIGトーチにおけるケーブル仕様について現状を紹介させていただきます。 

                                            以上。 

4点組立型/3点組立型/一体型
WP-150 ,WP-200，WP-150A，WP-200A

ＡＷＦ－１５４１，１５８１ ＹＴ－１５ＴＳＦ２，ＹＴ－１５ＴＳＦ２Ｃ１ （4点組立） （4点）　　　(3点）　　　(3点）

　　　（板厚３．０ミリ以下用） WP-9F，WP-17F，WP-26F，WP-24F

ＹＴ－２０ＴＳＦ２，ＹＴ－２０ＴＳＦ２Ｃ１ （一体Ｆ）（一体Ｆ）　(一体Ｆ）　　(80A）
ＡＷＦ－２０４１，２０８１ 　　　（板厚４．５ミリ以下用） WP-R9F，WP-R17F，WP-R26F

             　　　    (上記機種　35%） （125A）　　(150A）　　（200A）
             　　　    (上記機種　６０%）

ＡＷ－９　　（120A） ＹＴ－０８ＴＳ２（板厚１．５ミリ以下用）
ＡＷ-１７　　（150A） ＹＴ－１２ＴＳ２（板厚２．５ミリ以下用） WP-24 （80A）

ＡＷＤ－１７ (150A） ＹＴ－１５ＴＳ２，ＹＴ－１５ＴＳ２Ｃ１ WP-9/WP-9P （125A）

ＹＴ－１５ＴＳ２ＴＡＤ（２００ＢＬ３専用） WP-17-PSH （150A）

ＡＷ-２６　　（200A） 　　　（板厚３．０ミリ以下用） WP-26（200A）

ＡＷＤ-２６　（200A） ＹＴ－２０ＴＳ２，ＹＴ－２０ＴＳ２Ｃ１              　　　    (上記機種　６０%）

ＡＷ－２０４１，２０８１ ＹＴ－３０ＴＳ２，ＹＴ－３０ＴＳ２Ｃ１
　　　（板厚６．０ミリ以下用 ／20％）

ＡＷ－２５(200A/100％) WP-25（200A）

WP-225 （160~225A）

             　　　    (上記機種　100%）
ＹＴ－２０ＴＳＷ２ WP-125M/WP-125L （125A）

ＡＷ－２０　　(200A） 　　　（板厚４．５ミリ以下用） WP-24W （180A）

ＡＷ－１８　　(300A） ＹＴ－３０ＴＳＷ２，ＹＴ－３０ＴＳＷ２Ｃ１ WP-20/WP-20P/WP-25（200~250A)

ＡＷ－１２　　(500A） 　　　（板厚６．０ミリ以下用） WP-280 （280A) WP-18SC（400A）

ＡＷ－３３　　(500A） ＹＴ－５０ＴＳＷ２，ＹＴ－５０ＴＳＷ２Ｃ１ CS310 （310A） CS410 （410A）

　　　（板厚１２ミリ以下用） WP-18 （350A) WP-18P （500A）

             　　    (上記機種　100%） W-375 （ 375A） WP-12 （500A）

             　　　    (上記機種　100%）

ＡＷＰ－9　　（120A） ＹＴ－１２ＴＰ２（板厚２．５ミリ以下用）

ＡＷＰ－17　　（150A） ＹＴ－１５ＴＰ２（板厚３．０ミリ以下用） WP-23A （150A）

             　　    (上記機種　35%）              　　　    (上記機種　６０%）

ＡＷ－２５　　(200A）
ＡＷＤ－１８　(350A） ＹＴ－３０ＴＰＷ２（板厚６．０ミリ以下用） WP-22A （250A）

AWG-8(250A・ﾋﾟｽﾄﾙ形）              　　    (上記機種　100%） WP-27A/WP-27B （500A）

             　　　    (上記機種　100%）

 備考；（  ）内赤字％は定格使用率を表す。

　　　　　(150A／50％）

　　　　　(200A／35％）

　　　（上記機種 50％）

　　　　　(200A／35％）

　　（上記機種 100％）

　　（上記機種 50％）

　（上記機種 100％）
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表233-01 各社標準TIG溶接トーチの定格使用率について

   ・    

（Welbee・D     用）

（Welbee・D     用）

（板厚４．５ミリ以下用）

（上記機種 35% ）


